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「Welby ボイス」   気管⽀支喘息患者調査  
喘息患者 1000 名へのリサーチ結果を発表  

－“治療療についての情報が⼗十分得られている”は 30％未満－  
	
 

病気と向き合う人々の健康管理を支援する株式会社ウェルビー（本社：東京都千代田区、代表

取締役：比木武、以下ウェルビー）は、疾患患者・医療者の調査データを公表する「Welby ボイス」

にて、今回気管支喘息患者 1008 名を対象とした「喘息患者リサーチ結果」を発表しました。 

 

気管支喘息は呼吸器疾患の中でも有病率の高い病気であり、日本における気管支喘息の患

者数は 300～400 万人と推定されています。気管支喘息治療にとっては、服薬管理・症状管理を

含めた日常的な管理が必要になりますが、今回の調査では日常の気管支喘息治療における実

態についての幅広い調査を行いました。今回の調査結果からは、「気管支喘息の病気・治療の情

報は、医療機関（病院・薬局）で十分得られている」と回答したのが、回答者（患者）の約 27％にと

どまりました。また、患者家族への同様の質問に対しても、約 22％となっており、十分な情報が医

療機関で得られていない実態が明らかになっています。 

 

Q. 気管支ぜんそくの病気・治療の情報は、医療機関（病院・薬局）で十分得られていますか？ 

 

 

 

十分得られている,	
  
26.8	


概ね得られている,	
  
53.5	


あまり得られていな
い,	
  13.5	


全く得られていな
い,	
  1.5	


分からない,	
  4.1	
 その他,	
  0.6	




また、気管支喘息治療で重要な服薬管理・症状管理を含めた自己管理の記録について、20％

が何らかの記録を行っており、最も多い 13％が「病院でもらった手帳に記録」となっている。 

 

 

Q. .あなたは、気管支喘息の治療について何か継続的に記録をしていますか(いましたか)。 

 

 

Welby では、今後も各疾患（糖尿病、高血圧症、脂質異常症、慢性腎臓病、気管支喘息、うつ病、

認知症、など）について、治療を行っている患者・家族、治療に携わっている医療従事者からのデ

ータ、リサーチ結果を定期的に「Welby ボイス」として発信して参ります。一部一般向けには公表さ

れないデータもありますので、学術用途での研究機関、医療機関でのご利用などにつきましては

弊社事務局まで直接お問い合わせ下さい。 

 

■調査事例 

・疾患患者の実態調査、データ分析 

弊社 Welby ライフログ（アプリ）利用者データ及びアドホックリサーチ結果による治療実態・結果。 

対象疾患：糖尿病、高血圧症、脂質異常症、慢性腎臓病（透析含む）、気管支喘息、など。 

・疾患患者家族の実態調査、データ分析 

疾患患者を家族に持つ CareGiver などからのデータ及びアドホックリサーチによる治療実態・結果。 

対象疾患：認知症、アトピー性皮膚炎、など。 

・医療従事者の実態調査、データ分析 

各疾患の治療に携わる医療従事者（医師、看護師、薬剤師、栄養士、など）からのデータ及びアドホックリサー

チによる治療実態・結果。 

病院でもらったノー
トに記録している,	
  

12.7	


その他の手段で記
録している,	
  6.8	


記録していない,	
  
77.4	


分からない,	
  1.9	


その他,	
  1.2	
  



 

 

 

 

◇株式会社ウェルビーについて 

糖尿病・高血圧症など慢性疾患の自己管理を目的に、日々の食事の内容やカロリー、血圧や

血糖値などを記録して、生活習慣のログをつけることで病気の治療に役立てるクラウドサービ

ス「Welby（ウェルビー）」を 2011 年から展開。疾患治療の自己管理の項目ごとに開発された

「Welby モバイルアプリ」、患者が家族・医療従事者と自己管理記録を共有できる「Welby シェア」、

データの閲覧表示・印刷が可能な「Welby マイカルテ」を提供し、患者による主体的な疾患治療・

管理をサポートしています。現在はさらに対象疾患を拡大し、慢性疾患分野における治療・自

己管理のための総合的なデジタルプラットフォームを企画・開発・運営しています。 

 

◇代表取締役 比木武（ひき たける）プロフィール 

1996 年、 同志社大学法学部卒業後、住友商事株式会社に入社。米国ハイテクベンチャー  

企業の日本進出の共同事業を担当し、シリコンバレーの IT 企業の日本マーケット向け事業  

開発、商品開発、プロモーションを行う。同社退職後、2005 年より米国ヴァージニア大学 MBA

にて MBA 取得。2007 年より、楽天株式会社にて、経営企画、事業戦略や組織改革の業務に 

従事。2008 年、医療従事者向けの Online Community「メドピア」の立ち上げに参画（2014 年  

マザーズ上場）。2011 年より Welby を創業し共同代表に就任。Health 2.0 Tokyo 設立発起人。 

 

●社名 ：株式会社ウェルビー 

●代表者 ：代表取締役 比木武（ひき たける） 

●本社所在地 ：〒102-0073 東京都千代田区九段北 1-2-1 

●設立年月日 ：2011 年 9 月 

●事業内容  ：医療関連オンライン・ソリューションサービス 

●ＵＲＬ   ： http://welby.jp/ 

 

 

 

  

●株式会社ウェルビー 企画グループ（広報・PR 担当）：芳賀麻希子 

●電話番号  ：03-6261-3525 

●メールアドレス ：makiko.haga@welby.jp 

	
 

会社情報  

お問い合わせ窓口  


